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世界エイズデーのシンボルは『ネオン』 

 

12 月 1 日の世界エイズデーに向け、シンボルマークである「レッドリボン」を造形したネオンが、はまま

つフルーツパーク時之栖イルミュージアム（静岡県浜松市北区都田町 4263-1）に展示された。 

「レッドリボンネオン プロジェクト」と名付けられた作品は、アオイネオン株式会社と認定 NPO 法人魅

惑的倶楽部による共同作品。レッドリボンには、エイズに関して偏見をもっていない、エイズと共に生き

る人々を差別しないというメッセージが込められており、作品の展示を通じてエイズに関する正しい知識

等についての啓発活動を推進する。また、アオイネオン社の CSR 活動「ネオンの想像力で社会に幸せなム

ーブメントを起こす」によるカーボン・オフセット・サイン🄬の取り組みで、展示期間中の消費電力に起因

する CO2 をゼロにすることで地球温暖化防止にも貢献している。 

※作品は 2018 年 1 月 14 日まで展示中（点灯時間 17：00～21：00） 

 

企画：認定 NPO 法人魅惑的倶楽部（理事長 鈴木恵子） 

製作：アオイネオン株式会社（代表取締役社長 横山 巖） 

デザイン：アオイネオン株式会社（企画設計部 清水静江） 

サイズ：H2000×W2000 

 

 

【世界エイズデーとは】 

 世界的レベルでのエイズまん延防止と患者・感染者に対する差別・偏見の解消を目的に、世界保健機関

（WHO）が、1988 年に制定したもので、毎年 12 月 1 日"World AIDS Day"(世界エイズデー)を中心に、

世界各国でエイズに関する啓発活動が行われています。 

 我が国としても、その趣旨に賛同し、毎年 12 月 1 日を中心にエイズに関する正しい知識等についての

啓発活動を推進しており、全国各地で様々な「世界エイズデー」イベントが実施されています。 

 

 

 

 

 

【この件に関するお問い合わせ】アオイネオン株式会社 管理部 荻野 

               TEL：054-282-1221  Mail:ogino@aoineon.com 


